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えんど久子県議 採択を求めるが
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補聴器の補助などの請願を否決
９
月
２
４
日
、
県
議
会
で
え
ん
ど
久
子
県
議
は
二
つ

の
請
願
の
採
択
を
強
く
求
め
、
以
下
の
内
容
で
討
論
し

ま
し
た
。

（
ウ
ラ
面
に
続
く
）

高
齢
者
の
聴
力
検
査
・
検
診
や
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
は
、
今
年
８
月
時
点
で
全
国
４
７
５
市
区
町
村
に

上
り
、
助
成
実
施
自
治
体
ゼ
ロ
の
県
は
大
分
県
を
含
む

４
県
の
み
で
す
が
、
豊
後
高
田
市
議
会
に
高
齢
者
の
た

め
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
そ
の
後
、
豊
後
高
田
市
で
は
議
決
後
す
ぐ
に
補
助
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
）

大
分
県
で
は
こ
の
助
成
事
業
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
県
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

「
認
知
症
の
予
防
可
能
な
９
つ
の
原
因
の
中
で
難
聴
が

最
大
の
危
険
因
子
だ
」
と
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
会
議

が
発
表
。
厚
生
労
働
省
も
難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因
子

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
県
議
団
に
厚
生
労
働
省
の
担
当

者
は
、
「
加
齢
性
を
含
む
難
聴
者
の
方
が
、
補
聴
器
の

使
用
な
ど
を
通
じ
て
社
会
生
活
を
自
立
し
て
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
重
要
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

外
出
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
、

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
大
分
県
は
通
い

の
場
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
片
耳
で
お
お
む
ね
１
５
万

か
ら
３
０
万
円
と
高
額
な
補
聴
器
へ
の
公
的
補
助
な
ど
を

広
げ
る
こ
と
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
い
う
地

方
自
治
体
の
目
的
に
沿
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

難
聴
は

認
知
症
の

危
険
因
子

介
護
予
防
の

た
め
に
も
必
要

県
民
の
請
願
に

自
民
党
・
公
明
党
な
ど
が
反
対

大分県議会
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の
内
容
は
？
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

人間らしい暮らしをするために

「
弾
薬
庫
に
何
を
ど
れ
だ
け
入
れ
る
か
は
防
衛
能
力
を
示
す
こ

今
年
６
月
２
７
日
に
最
高
裁
判
所
が
生
活
保
護
法
の
生
活
扶

助
の
引
き
下
げ
は
違
法
で
あ
る
と
の
判
決
を
言
い
渡
し
て
２
か

月
以
上
。
し
か
し
厚
労
大
臣
は
謝
罪
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
請
願
は
、
一
刻
で
も
早
い
解
消
に
向
け
、
生
活
保
護
基

準
を
引
き
下
げ
前
の
２
０
１
２
年
時
点
に
戻
す
こ
と
な
ど
を
求

め
る
も
の
で
す
。
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三

権
分
立
を
揺
る
が
す
よ
う
な
前
代
未
聞
な
こ
と
で
す
。
ま
し
て
、

専
門
委
員
会
の
結
論
時
期
は
未
定
と
い
う
無
責
任
な
態
度
で
は
、

原
告
の
み
な
さ
ん
が
、
１
２
年
間
に
わ
た
り
全
国
３
１
の
訴
訟

を
苦
労
し
て
闘
っ
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
活
保
護
基
準
は
、
最
低
賃
金
・
就
学
援
助
・
地
方

税
の
非
課
税
限
度
額
な
ど
50
近
い
制
度
と
連
動
・
関
連
し
て
お

り
、
生
活
保
護
受
給

者
以
外
の
多
く
の
国

民
生
活
に
影
響
し
て

い
る
こ
と
も
考
慮
し
、

採
択
い
た
だ
く
よ
う

求
め
ま
す
。

最
高
裁
判
決
に
従
い

生
活
保
護
制
度
の

充
実
を
求
め
る

意
見
書
の

提
出
を

生
活
保
護
基
準
は

多
く
の
人
に

影
響

昨
年
度
の
決
算
を
審
議
し
来
年
度
予
算
に
ど

う
活
か
す
か
な
ど
を
審
議
す
る
決
算
特
別
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
え
ん
ど
久
子
県
議
・
堤
栄
三

県
議
は
連
日
質
疑
。

・
道
路
や
河
川
・
県
営
住
宅
の
草
刈
り
予
算
の

増
額
、
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
、
県
立
病
院

の
赤
字
の
問
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
質
疑
し

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

決算審議で

５日間毎日質疑

９月１７日の福祉保健委員会で自民党の議員は、「私の母も聞

こえづらく、どう解決するのか大事だが、そこに公費を投じるか

はいろんな意見がある。難聴はコミュニケーション不足になった

りするので、家族や近所のコミュニケーションできる環境づくり

で応援していきたい」という主旨の発言をして反対しました。

自民党議員の反対理由


